
た
か
る
か
ま
ち

石
川
・高
岡
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
三
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
六
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
増
山
　
仁

・
谷
日
明
仲

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落

。
武
家
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
、
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
の
調
査
は
、
都
市
計
画
道
路

（橋
場
・
若
宮
線
）
の
建
設
に
伴
う
も

の
で
あ
り
、　
一
九
九
七
年
よ
り
三
カ
年
に
わ
た
つ
て
実
施
し
た
。
遺
跡
周
辺
は

現
在
金
沢
市
の
中
心
街
に
位
置

し
、
藩
政
期
に
は
武
家
屋
敷
地

が
展
開
し
た
。
調
査
地
は
前
田

家
家
臣
中
川
氏

（禄
高
五
千
石
）

の
屋
敷
地
に
あ
た
る
こ
と
が
、

町
絵
図
な
ど
の
文
献
史
料
よ
り

判
明
し
て
い
る
。

本
調
査
で
は
古
墳
時
代
、
奈

良

・
平
安
時
代
、
江
戸
時
代
の

遺
構
と
遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
、
奈
良

・
平
安
時
代
の
遺
構

・

遺
物
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
量
が
出
土
し
て
お
り
、
中

。
近
世
以
前
の
金
沢
市

街
地
の
様
相
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
特
に

一
九
九
九
年

の
第
三
次
調
査
で
は
、
国
内
で
も
類
例
の
少
な
い
半
瓦
当
の
他
、
銅
製
帯
金

具ヽ

。
円
面
硯

・
奈
良
二
彩
な
ど
、
有
力
氏
族
の
居
住
を
想
定
さ
せ
る
よ
う
な
遺

物
が
出
土
し
た
。

近
世
段
階
で
は
、
ゴ
ミ
穴
や
礎
石
建
物
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。
今
回

報
告
す
る
木
簡
は
い
ず
れ
も
、
近
世
の
ゴ
ミ
穴
Ｓ
Ｋ
〇
九

（出
土
遺
物
よ
り
一
七

―
一
八
世
紀
の
遺
構
と
思
わ
れ
る
）
よ
り
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｋ
Ｏ
九
は
調
査
区
の
西

端
に
位
置
す
る
た
め
全
体
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
世
の
遺
構
面
よ
り
の

深
さ
約
二
ｍ
と
い
う
大
規
模
な
遺
構
で
あ
る
。
覆
土
は
砂
質
土
と
有
機
物
を
含

む
層
が
交
互
に
堆
積
し
、
木
簡
は
い
ず
れ
も
有
機
物
を
含
む
層
よ
り
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
＜
大
平
源
右
口
□
」

〔
め

力

〕

。
「
＜
□
い
た
口
□
□
」

Ｐ
『
∞
×

］
μ
×

∞
　

ｏ
∞
∞

②
　
　
「
士
心
ろ
さ
と

つヽ
」

（曲
物
側
板
）
　
　
　

　
　
　

細
汁
繭
ΦΦ
×
酎
３

ｏ２

〔丸
力
〕

①

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈こ
益
授
ト
ロ

ω
は
上
部
の
左
右
そ
れ
ぞ
れ
三
箇
所
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
宝
塔
状
に
加
工

す
る
が
、
あ
る
い
は
人
頭
状
に
加
工
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
部
右
側
の

(金 沢 )
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②　　峠中中中中中中中̈中中中中中̈中却）③
半
円
状
の
部
分
は
側
面
か
ら
の
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
丁
寧
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

下
部
は
側
面
か
ら
の
ケ
ズ
リ
に
よ
り
尖
ら
せ
る
が
、
端
部
は
切
り
落
と
さ
れ
て

い
る
。
表
裏
面
と
も
ケ
ズ
リ
が
施
さ
れ
て
お
り
、
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

両
面
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
片
面
に
は

「大
平
源
査
口
国
」
と
い
う
人
物
の
名

が
、
そ
の
裏
面
に
は
か
な
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
大
平
源
査
日
□
な
る
人
物

は
文
献
史
料
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
調
査
地
が
中
川
家
の
屋
敷
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
川
氏
の
家
臣
団
の
一
員
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
形
状

か
ら
何
ら
か
の
祭
祀
的
な
用
途
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

②
は
曲
物
の
側
面
、
継
目
の
ほ
ぼ
反
対
側
に

「志
ろ
さ
と
う
」
（白
砂
糖
）
と

墨
書
す
る
も
の
で
、
贈
答
用
白
砂
糖
の
容
器
と
思
わ
れ
る
。
底
板
が
現
存
し
、

底
板
及
び
側
板
の
一
部
分
に
焦
げ
目
が
あ
る
。
金
沢
市
内
で
の
贈
答
用
白
砂
糖

容
器
の
出
土
例
と
し
て
は
、
他
に
安
江
町
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

「進
上
／
白
砂

糖
／

一
曲
」
の
墨
書
が
あ
る
曲
物
蓋
が
あ
る

（金
沢
市
教
育
委
員
会

『安
江
町
遺

跡
』
Ｔ

九
九
七
年
〕、
本
誌
未
収
）。

①
は
長
方
形
の
材
の
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
釈
文
は
確
定
し
難
い
が
、
「丸
」

ま
た
は

「九
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
材
は
上
下
端
と
も
欠
損
し
て
お
り
、
特
に

上
端
は
切
り
込
み
を
入
れ
た
後
に
折
り
取
ら
れ
て
い
る
。
文
字
は

一
字
で
完
結

す
る
よ
う
で
あ
り
、
墨
書
面
に
は
明
瞭
な
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
用

途
は
不
明
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（谷
口
明
伸
）

了
ザ
ん
と
と
ぅ




